
東日本大震災からもう２年が経

とうとしております．震災で亡く

なられた方々にお悔やみ申し上げます．合掌．被災された

方々，その後の福島第一原発の事故で今なお苦しんでおら

れる方々にお見舞い申し上げます．

地震直後の数日間は，余震が頻繁に起こる中，停電，断

水が起こり，家族の安否が確認できない状況で，室内の散

乱した中から，食料，懐中電灯，ラジオ等を探し出し，生

活をしました．いわば，屋内キャンプをしている状況でし

た．そんな中で，家族や地域の方々との絆が深まりました．

東海村から東北へ行くのに，特に冬の時期は，太平洋側

の道を通り，福島県のいろいろな場所でお祭り，キャンプ，

スキー，山歩きなどを楽しみました．その通り道にあるい

くつかの場所（道の駅や Jヴィレッジ）が福島原発事故対応

の拠点になり，起こってはならないことが起こったと，福

島支援に行った時に改めて認識しました．

大学を卒業して，核融合研究に入った頃は，今頃は「核

融合発電」ができていると漠然と思っていました．核融合

研究者として残念なことは，「核融合発電」というすばらし

い発電方法があります，「使いましょう」と国民の皆様に提

示できなかったことです．

昨年発表された地震調査委員会の情報では，３０年以内に

震度６弱以上の地震に遭遇する可能性が高いことを多くの

地域で示しています．私を含めて，多くの人々が，再び同

じような大震災に遭遇することを覚悟しなければならない

のでしょう．

「災害は忘れたころにやってくる．」の名言を肝に銘じつ

つ，地震のことを後世に伝えることにも注意を払う必要が

あります．津波に対して多くの注意を払っていた三陸の

人々の中に，被害に遭われた方とそうでない方がおられた

ことは，この名言をどう肝に銘じるかの難しさがあると思

われます．私自身，大震災直後の余震が頻発していた時期

は，又大地震がくると想定して行動していましたが，その

行動を今も維持することはなかなか難しいです．３月１１

日，９月１日，１月１７日は，自分の行動を反省する時にし

たいものです． （佐藤正泰）
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